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 （１）水安全計画とは・・・ 
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水安全計画とは   
 
世界保健機構（ＷＨＯ）飲料水水質ガイドライン第３版（２００４）において、
食品製造分野で確立されている手法（ＨＡＣＣＰ）の考え方を導入し、水源か
ら蛇口までの間で、水道水の水質に悪影響を及ぼす可能性のある全ての要因
（危害）を分析し、管理対応する方法を明確にすることにより、水の安全を確
保するための包括的な計画です。 

日本における水安全計画は、供給水の安全性
をより一層高める統合的な水質管理のための
計画として活用します。 

 １ 水安全計画について  （１）水安全計画とは・・・ 

食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生するおそれのある微生物汚染等の 
危害をあらかじめ分析（ Hazard Analysis ）し、その結果に基づいて、製造 
工程のどの段階でどのような対策を講じればより安全な製品を得ることができる
かという 重要管理点（ Critical Control Point ）を定め、これを連続的に監
視することにより製品の安全を確保する衛生管理の手法です。 

 ※ＨＡＣＣＰとは・・・ 
ハ サ ッ プ 



 （２）目的及び主な内容 

目的 
水源の汚染を最小限にとどめ、水をきれいにする間で汚染を低減・除去し、 
水源から蛇口までの間での汚染を防止することです。 

主な内容 
 
①危害の分析  …施設の故障や蛇口における残留塩素濃度の低下など、 
         水源から蛇口までの間で発生が予想される危害を抽出する 
         とともに、発生頻度や影響程度を分析しています。 
 
②管理基準の設定…水源から蛇口までの監視地点において、危害ごとの 
         管理基準を設定しています。 
 
③対応方法の設定…管理基準を逸脱した場合の対応方法を設定することにより、 
         危害の発生及び予兆を早期に発見できることから、的確に 
         迅速な対応ができます。 
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 １ 水安全計画について  （２）目的及び主な内容 

水に注入した塩素が、消毒効果をもつ有機塩素として消えずに残留している塩素
のことをいいます。水道水は、衛生面から塩素による消毒を行い、蛇口での残留
塩素濃度を0.1mg/L以上に保持することが水道法で定められています。 

 ※残留塩素とは ・・・ 



 （１）水安全計画の効果 水道水の 

安全性向上 

緊急時に的確かつ迅速な対応 

技術の継承 危害の未然防止 

安全性が向上することにより、
安心して生活できるね。 

水安全計画に基づき水質管理することにより、水道水へ
の影響を未然に防止するとともに、緊急時において的確
に迅速な対応ができるため、水道水の安全性がこれまで
以上に向上します。 
また、管理・対応マニュアルの整備により、経験豊富な
職員のノウハウを客観的に数値化することで、若手職員
への技術の継承につながります。 
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 ２ 水安全計画の効果及び改善  （１）水安全計画の効果 



 （２）水安全計画の改善 

PDCAサイクルによる 
レベルアップを目指します。 

水道を取り巻く環境が変化していく中 、必要に応じて「水安全計画」の見直しを行い継続的に改善
していきます。こうしたPDCAサイクルにより、レベルアップを図ることで水道水の品質管理の向上に
努め、将来にわたりお客さまに安全で安心な水道水を安定してお届けすることができます。 
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 ２ 水安全計画の効果及び改善  （２）水安全計画の改善 



 （１）経緯 

平成２０年５月 厚生労働省が「水安全計画策定ガイドライン」を作成 

平成２４年３月 千葉市水道局が「千葉市水道局水安全計画」を策定 

平成２５年３月 厚生労働省が「新水道ビジョン」を策定 

       各事業者に対して、水安全計画の策定を必須事項とし、水道事業における体制強化を要求 

平成２７年６月 厚生労働省が水安全計画作成支援ツール簡易版を作成 

平成２９年３月 千葉市水道局が「千葉市水道局水安全計画」を改定 

 

 

策定済み
11.7% 

策定中 
3.7% 

未着手 

（検討中

含む） 
84.6% 

全事業者 

策定済み
20.7% 

策定中 
6.1% 未着手 

（検討中

含む） 
73.2% 

上水道事業者または用水供給事業者 

策定済み
0.6% 

策定中 
0.7% 

未着手 

（検討中

含む） 
98.6% 

簡易水道事業者 

水安全計画策定状況（平成２８年３月末時点）  

全国的には約１１％の事業者のみ 
策定できている計画です。 
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 ３ 千葉市水道局水安全計画について  （１）経緯 



 （２）改定概要 

① ７つの浄給水場毎に計画を策定 

                                

既存の千葉市水道局水安全計画は、７つある浄給水場を１

つの計画にまとめて策定していましたが、浄給水場毎に原

水の水質や浄水処理経路や施設の施工年度などが異なるこ

とから、各浄給水場の事情を考慮した細かな対応ができる

よう、７つの浄給水場毎に計画を策定しました。 

 

② 危害原因事象を追加   

                               

厚生労働省が作成した水安全計画作成支援ツール簡易版を利

用することにより、既存の計画では、４５事象あった危害原因を

最大９７事象まで増やしました。より多くの危害原因事象を設定

することにより、想定外の危害の発生が減少することから、水道

水の安全性を高めることに繋がります。 

 

対象施設は、平川浄水場、土気浄水場、大木戸浄水場、 
大野台送水ポンプ場、更科浄水場、ちばリサーチパーク浄水場、
高根給水場の７施設です。 
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 ３ 千葉市水道局水安全計画について  （２）改定概要 



補足説明 

 
水安全計画の主な内容 



 （１）危害の分析 

施設の故障や蛇口における残留塩素濃度の低下など、水源から蛇口までの間で 
発生が予想される危害を抽出するとともに、発生頻度や影響程度を分析しています。 

発生箇所 危害原因事象 関係する項目 発生頻度 影響程度 ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ 

取水 ケーシング破損 一般細菌 Ａ ｂ １ 

薬品注入設備 気象による注入配管凍結 残留塩素 Ｂ ｃ ２ 

給水管 給水管の劣化 外観 Ｄ ｂ ３ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

どこにどんな危害が 
潜んでいるのかな？ 

 整理表の例 
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補足説明 水安全計画の主な内容  （１）危害の分析 



 （２）管理基準の設定 

水源から蛇口までの監視地点において、危害ごとの管理基準を設定しています。 

水に注入した塩素が、消毒効果をもつ有機塩素として消えずに残留している塩素
のことをいいます。水道水は、衛生面から塩素による消毒を行い、蛇口での残留
塩素濃度を0.1mg/L以上に保持することが水道法で定められています。 

 ※残留塩素とは・・・ 

 例）残留塩素の管理基準 
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各監視場所で管理目標値を設定しています 

補足説明 水安全計画の主な内容  （２）管理基準の設定 



 （３）対応方法の設定 

管理基準を逸脱した場合の対応方法を設定することにより、危害の発生及び予兆を 
早期に発見できることから、的確に迅速な対応ができます。 

    薬品 
（ 次亜塩素酸  
  ナトリウム ） 責任者に 

一報を連絡 

薬品の確認・ 
保管方法の改善 

排水作業 

薬品注入設備などの点検・修理 

薬品注入設定値の確認 

残留塩素濃度を確認 

 
排水作業・広報などを実施 

広 報 

たとえば、 場合・・・ 

ただいま○○ 
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補足説明 水安全計画の主な内容  （３）対応方法の設定 


